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　　　　　　灘ど弓こつ②

投
票
で
き
る
方
は
？

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

方
が
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
日
本
国
民
で
あ
り
満
2
0
歳
以

上
で
あ
る
こ
と
。
昭
和
5
8
年
7

月
2
8
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◆
引
き
続
き
3
か
月
以
上
東
郷

町
に
住
所
の
あ
る
人

　
平
成
1
5
年
4
月
9
日
ま
で
に

転
入
届
を
行
い
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
引
き
続

き
投
票
日
ま
で
東
郷
町
に
お
住

ま
い
の
人

時間は？投票所はどこ？

★
世
帯
全
員
の
入
場
券
を
一
つ

の
封
筒
に
ま
と
め
て
入
れ
て
、

7
月
1
0
日
に
郵
便
で
お
送
り
す

る
予
定
で
す
。

　
ご
確
認
の
上
、
投
票
所
ま
た

は
不
在
者
投
票
場
所
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
場
券
が
届
か
な
か

っ
た
り
、
紛
失
し
て
し
ま
っ
た

場
合
で
も
、
ご
本
人
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
。

　
投
票
所
ま
た
は
不
在
者
投
票

場
所
の
受
付
に
そ
の
旨
を
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

投　票　区 投票所の名称 投票時間

第1投票区 小　野　田　公　民　館 7：00～18：00

第2投票区 山ノロ集落センター 7：00～17：00

第3投票区 三瀬小学校体育館 7：00～18：00

第4投票区 鶴野内コミュニティセンター 7：00～18：00

第5投票区 迫野内地区多目的集会施設 7：00～18：00

第6投票区 田野地区集落センター 7：00～18：00

第7投票区 羽坂地区生活改善センター 7：00～18：00

第8投票区 仲深地区集落センター 7：00～18：00

第9投票区 、坪谷地区多目的研修施設 7：00～18：00

第10投票区 越表地区生活改善センター 7：00～17：00

第11投票区 下　渡　川　集　会　施　設 7＝00～17：00

第12投票区 八重原地区高齢者プラザ 7：00～18：00

第13投票区 庭　　田　　公　　民　　館 7：00～17：00

★投票所閉鎖時刻にご注意下さい。

@全投票区投票所において、2時間または3時間の閉鎖時
@刻の繰上げを行っています。

県
内
の
他
の
市
町
村
へ

　
転
出
し
た
ら
？

　
平
成
1
5
年
3
月
2
7
日
以
後
に

東
郷
町
か
ら
県
内
の
他
の
市
町

村
へ
1
回
だ
け
転
出
し
た
人
で
、

新
住
所
地
の
市
町
村
の
選
挙
人

名
簿
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は

次
の
二
つ
の
投
票
方
法
が
あ
り

ま
す
。

　
　
◆
投
票
日
に
旧
住
所
地
（
東

　
　
郷
町
）
で
投
票
す
る
。

　
　
◆
不
在
者
投
票
期
間
中
に
、

　
　
旧
住
所
地
（
東
郷
町
）
で

　
　
投
票
す
る
。

　
　
◆
新
住
所
地
の
選
挙
管
理

　
　
委
員
会
で
、
旧
住
所
地
（
東

　
　
郷
町
）
の
選
挙
区
の
不
在

　
　
者
投
票
を
す
る

　
　
☆
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い

　
　
て
も
、
新
住
所
地
の
市
町

　
　
村
長
の
居
住
証
明
書
が
必

　
　
要
で
す
。

不
在
者
投
票
と
は
？

　
不
在
者
投
票
と
は
、
投

票
日
に
投
票
所
に
行
っ
て
、

投
票
で
き
な
い
人
が
、
投

票
日
前
に
投
票
す
る
制
度

で
す
。

◆
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
人

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
等
の
用

事
な
ど
の
理
由
で
、
投
票
日
当

日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
人
。

旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
何
ら
か
の

理
由
で
投
票
日
当
日
に
、
自
分

の
属
す
る
投
票
区
に
い
な
い
人
。

病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
、
老
齢
、

身
体
の
障
害
な
ど
の
た
め
に
歩

行
が
困
難
な
人
。

期
間
　
7
月
1
0
日
（
木
）
～
2
6
日
（
土
）

時
間
　
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後

8
時
（
土
・
日
・
祝
日
含
む
）

場
所
　
東
郷
町
役
場
2
階
　
不

在
者
投
票
所
（
第
2
会
議
室

選
挙
管
理
委
員
会
特
室
）

☆
事
前
に
郵
送
さ
れ
た
入
場
券

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
が
な
く
て
も
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投

票
で
き
ま
す
が
、
お
手
元
に
入

場
券
が
あ
る
方
は
必
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

指
定
病
院
な
ど
で
の

　
不
在
者
投
票

　
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
指
定
す
る
病
院
や
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
で
不
在
者
投
票
を
す

る
制
度
で
す
。

☆
投
票
用
紙
を
病
院
長
等
を
通

じ
て
請
求
し
て
も
ら
い
、
病
院

長
等
が
管
理
す
る
場
所
で
不
在

者
投
票
を
し
ま
す
。

☆
町
内
の
指
定
施
設
　
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
　
牧
水
園
、
町

立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鈴
三
園

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

（
在
宅
投
票
）

身
体
に
重
い
障
害
が
あ
っ
て

投
票
に
行
け
な
い
人
が
、
郵
送

で
投
票
す
る
制
度
で
す
。

★
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用

紙
な
ど
必
要
書
類
を
請
求
し
、

交
付
さ
れ
た
投
票
用
紙
に
、
自

宅
な
ど
で
記
入
し
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
郵
送
し
ま
す
。

★
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

東
郷
町
以
外
で
の

　
不
在
者
投
票

　
仕
事
、
旅
行
な
ど
何
ら
か
の

理
由
で
、
東
郷
町
に
い
な
い
人
が
、

東
郷
町
以
外
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
投
票
す
る
制
度
で
す
。

☆
選
挙
管
理
委
員
会
に
直
接
ま

た
は
郵
便
で
投
票
用
紙
な
ど
必

要
な
書
類
を
請
求
し
ま
す
。
こ

の
場
合
、
ど
こ
へ
投
票
用
紙
な

ど
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
か
記

入
し
ま
す
。

　
交
付
さ
れ
た
投
票
用
紙
な
ど

を
最
寄
の
市
区
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
に
持
参
し
て
、
当
地

に
お
い
て
不
在
者
投
票
を
し
ま
す
。

☆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

開
票
日
時
、
場
所
は
？

◆
開
票
日
時
　
平
成
1
5
年
7
月

27

冝
i
日
）
午
後
8
時
～

◆
開
票
場
所
　
東
郷
町
中
央
公

民
館

★
参
観
希
望
の
方
は
、
お
申
込

み
の
必
要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

当
日
は
会
場
整
理
員
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

　　　　　　　　　③纏」弓ご’り

⑩麗1業×薯＝認定農業畜
　
今
月
は
小
野
田
の
高
森
牧
夫
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
に
入
っ
て
い
ま
す
が
更
に
パ
ソ
コ

○
現
況
と

　
今
後
の
経
営

　
現
在
は
ブ
ロ
イ
ラ

ー
専
業
経
営
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
経
営

規
模
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー

鶏
舎
4
棟
で
、
年
間
4
・

7
回
転
で
約
1
7
万
羽

を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、

鶏
舎
が
2
0
年
近
く
に

な
り
老
朽
化
し
改
築

の
時
期
を
迎
え
て
い

る
の
で
、
今
後
の
経
営

安
定
の
た
め
に
も
6

棟
に
拡
大
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
青
色
申
告

ン
を
導
入
し
て
経
営
改
善
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

○
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
専
任
職
員
の
；
P

．
溺
レ
成
績
が
良
け
れ
ば
肉
の

　
　
　
－
買
取
価
格
が
高
く
、
飼

　
　
　
　
料
も
高
か
っ
た
が
経
営

　
　
　
　
は
安
定
し
て
い
た
。
当

　
　
　
　
時
は
い
か
に
飼
料
要
求

　
今
月
は
小
野
田
の
高
森
牧
夫

さ
ん
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ブ

ロ
イ
ラ
ー
の
出
荷
が
終
わ
り
、

次
の
入
牢
に
備
え
て
自
宅
で
鶏

舎
の
水
洗
い
の
準
備
を
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
高
森
さ
ん
の
お
宅
は
冠
岳
を

真
正
面
に
し
た
小
高
い
と
こ
ろ

に
あ
り
、
本
人
、
奥
様
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
子
供
さ
ん
3
人
の

6
人
で
お
住
ま
い
で
す
。
ブ
ロ

イ
ラ
ー
は
奥
様
と
二
人
で
養
っ

て
い
る
と
の
事
で
、
昭
和
5
9
年

鷺
附
疑
難
製

　
　
　
始
め
ら
れ
、
現
在
に
至

　
　
．
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
「
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営

　
　
　
を
始
め
た
頃
は
、
鳥
の

　
．
、
．
買
取
価
格
は
今
よ
り
良
く
、

率
を
高
め
る
か
が
課
題
だ
っ
た
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
現
在
は
い

か
に
出
荷
重
量
を
確
保
す
る
か

が
経
営
の
ポ
イ
ン
ト
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
現
在
は
鶏
舎
4
棟
で
年
間
4
・

7
回
転
で
約
1
7
万
羽
を
出
荷
し

て
お
り
、
農
繁
期
は
出
荷
後
の

鶏
舎
の
水
洗
い
、
入
雛
時
、
餌

づ
け
、
そ
れ
に
出
荷
前
に
は
夜

間
の
管
理
も
大
切
と
の
こ
と
で

し
た
。
現
在
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の

雛
は
品
種
改
良
が
進
み
、
入
雛

後
6
0
日
の
短
期
間
で
出
荷
で
き

年
間
の
数
量
が
増
え
て
い
る
が
、

い
か
に
出
荷
重
量
を
上
げ
る
か

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
鳥
の

能
力
を
上
げ
る
為
の
施
設
設
備

を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
特
に

鶏
舎
の
換
気
が
重
要
で
あ
る
と

ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
の
ポ
イ
ン
ト

を
良
く
つ
か
ん
で
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
し
た
。

　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
口

蹄
疫
、
B
S
E
問
題
で
牛
肉
の

需
要
が
減
り
、
替
わ
り
に
ブ
ロ

イ
ラ
ー
、
豚
の
消
費
が
増
え
価

格
も
良
く
な
っ
た
が
、
こ
の
時

期
に
増
羽
が
行
わ
れ
た
た
め
牛

肉
の
需
要
回
復
に
伴
な
い
ブ
ロ

イ
ラ
ー
の
だ
ぶ
つ
き
が
見
ら
れ
、

反
動
で
価
格
が
下
落
気
味
と
な

っ
て
い
る
が
価
格
補
償
制
度
で

ブ
ロ
イ
ラ
ー
価
格
は
維
持
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

ウ
ィ
ン
ド
レ
ス
鶏
舎
が
老
朽
化

し
て
雨
漏
れ
等
が
あ
り
、
漏
電

で
火
災
が
起
き
雛
を
死
な
せ
た

り
し
た
の
で
、
雛
の
能
力
を
上

げ
る
為
に
環
境
設
備
の
整
っ
た

開
放
型
の
鶏
舎
に
切
り
替
え
る

と
と
も
に
、
目
標
の
2
5
万
羽
出

荷
で
経
営
安
定
を
図
る
た
め
に

2
棟
を
増
設
し
た
い
と
の
意
向

で
し
た
。

　
後
継
者
に
つ
い
て
は
、
次
男

の
高
校
三
年
生
が
小
さ
い
頃
か

ら
仕
事
の
手
伝
い
を
し
た
り
し

て
い
る
の
で
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
仕

事
に
つ
い
て
は
抵
抗
は
無
い
と

思
わ
れ
る
が
、
私
た
ち
が
ま
だ

若
い
の
で
よ
そ
の
社
会
を
経
験

し
て
か
ら
で
も
遅
く
な
い
と
淡

い
期
待
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
経
営
管
理
に
つ
い
て
は
、
J

A
日
向
の
青
色
申
告
会
に
入
っ

て
い
る
が
更
に
計
数
的
に
経
営

を
把
握
し
て
、
経
営
分
析
・
診

断
が
行
え
る
よ
う
パ
ソ
コ
ン
の

導
入
を
図
り
た
い
と
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

農
業
経
営
に
お
い
て
は
計
数
的

に
自
分
の
経
営
を
十
分
把
握
し

た
上
で
、
計
画
的
に
経
営
改
善

計
画
を
立
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

後
継
者
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
目
標
に
向
っ
て
が

ん
ば
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

霜
降
だ
透

　
5
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町

か
ら
の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最

高
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
（
非

売
を
除
く
）

東
臼
杵
郡
市
セ
リ
市
6
5
頭

　
雌
平
均
4
0
5
、
6
3
8
円

　
去
勢
平
均
4
4
1
、
1
8
3
円

　
合
計
平
均
4
2
4
、
2
3
2
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

　
羽
坂
　
黒
木
千
種
な
つ
号

　
血
統
　
安
平
・
福
桜
・
糸
秀

　
2
9
8
日
令
3
2
7
㎏

　
　
　
　
　
6
4
7
、
8
5
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

　
田
野
那
須
楠
男
　
福
平
号

　
血
統
福
之
国
・
安
平
・
糸
晴

　
2
6
6
日
令
2
9
0
㎏

　
　
　
　
　
5
1
6
、
6
0
0
円

児
湯
郡
市
セ
リ
市
1
5
頭

　
雌
平
均
3
9
3
、
3
3
0
円

　
去
勢
平
均
4
2
5
、
7
7
5
円

　
合
計
平
均
4
1
4
、
9
6
0
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

　
寺
詣
海
野
直
あ
き
は
る
う
み
7
号

　
血
統
安
平
・
富
盛
・
長
久

　
3
1
1
日
令
3
0
4
㎏

　
　
　
　
　
5
0
6
、
1
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

　
庭
田
高
瀬
利
喜
三
利
茂
号

　
血
統
茂
福
・
隆
桜
・
糸
秀

　
2
2
2
日
令
2
5
9
㎏

　
　
　
　
　
4
9
5
、
6
0
0
円

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　　　　　　コ⑤鵜ど弓ご’り

●
企
画
調
整
課
　
商
工
観
光
係

長
兼
情
報
推
進
係
（
旧
議
会
事
務

局
書
記
）

主
幹
　
平
野
久
栄

町
職
員
の
異
動
（
6
月
－

　
6
月
3
0
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
り
、
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
6
月
3
0
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
り
、
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
に
岩
見
次
夫
氏

　
　
再
任
さ
れ
る

収
入
役
に
畝
原
孝
徳
氏

　
再
任
さ
れ
る

●
企
画
調
整
課
　
企
画
調
整
幽

翠
商
工
観
光
係
（
旧
企
画
調
整
課

商
工
観
光
妻
琴
情
報
推
進
係
）

主
査
　
片
江
豊
春

●
議
会
事
務
局
　
書
記
（
旧
総
務

課
管
財
係
）

主
査
　
川
村
初
美

●
農
林
振
興
課
　
農
政
係
　
（
旧

企
画
調
整
課
　
企
画
調
整
係
）

主
事
　
中
田
　
宏

やったぞ

椎茸の菌床栽培の

研修風景

風っご活動
　　　　　　　　　　　　i　6月5日（木）県庁知事室において、…

　　　　　　　　　　　　i
ニッセイ財団が、少年の健全育成に

取り組んでいる「元気っこ活動助成事

業」により、剣道防具と活動資金を牧i

心館に贈呈しました。これを機会にさ

らに鍛錬されることでしょう。

東郷中略難課徴轟黙墾田総架説更郵i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　牧水公園ではソフトテニスの部が開催され、団体の…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　部で東郷中がアベック優勝を飾りました。

1叢灘書巨

体実地研修
饗『ている、職員3名が地方の実情を肌で感じ、自分の仕事に生か

固程藤本町を訪れました。この町に来て、一番最初に思ったことは、

皆さん親切でやさしく暖かい感じを受けたそうです。

　地域の厳しさと同時に暖かさを感じ、限られた財源の中で一生懸命考え、産業を興．

こしていこうとしている姿に感心していました。また、小学5年生と給食を食べた時、

将来東郷町に住みたいかとの問いにほとんどの児童が町内に住みたいと答えたこと

に対し、子供達が地元に残れる環境を作ることが大事だと話していました。　　　　，

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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郵

　　　　　　鵜ど弓ご’り④

黒
木
芳
雄
さ
ん
に
勲
六
等
瑞
宝
章

　
迫
野
内
の
黒
木
芳
雄
さ
ん
に
、

88

ﾎ
の
米
寿
を
機
会
に
、
勲

六
等
瑞
宝
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
黒
木
さ
ん
は
、
昭
和
4
6
年

か
ら
昭
和
5
8
年
ま
で
3
期
1
2

年
間
に
わ
た
り
村
老
墜
瓜
議
員
を
、

ま
た
、
昭
和
4
2
年
か
ら
昭
和

44

N
及
び
昭
和
4
9
年
か
ら
昭

和
5
2
年
ま
で
町
（
村
）
の
社

会
教
育
委
員
を
務
め
る
な
ど
、

長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
開
催

醜　
　
‘
・
諜

t
沸

蓼

辱

露’『

･
．

嘱
鑑
ゴ

国勢．

ｱ

　
　
　
　

颪
・

『
妻
・
．
．
Σ

覧
貯

　
　
5
月
2
5
日
（
日
）
牧
水
公

　
園
ふ
る
さ
と
の
家
で
、
フ
ラ

．
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
3
の

　
啓
発
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
ガ

“
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
」
が
開
催

　
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
当
日
は
、
日
向
市
の
グ
リ

　
ー
ン
プ
ラ
ザ
ゴ
ト
ウ
さ
ん
を

　
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
あ

　
い
に
く
の
雨
模
様
に
も
か
か

　
わ
ら
ず
3
0
名
の
参
加
者
は
楽

　
し
そ
う
に
鉢
植
え
を
完
成
さ

　
せ
ま
し
た
。

5
■
■
邑
■
U
5
5
墨
5
5
■
璽
墨
■
●
5
5
5
■
■
■
■
響
■
■
■
■

　
5
月
1
3
日
（
火
）
、
寺
迫
小

学
校
が
「
人
権
の
花
」
運
動

校
に
選
ば
れ
、
宮
崎
地
方
法

務
局
日
向
支
局
と
日
向
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
よ
り
「
人

権
の
花
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
人
権
の
花
」
運
動
は
、

心
身
と
も
に
健
全
に
育
成
さ

れ
る
べ
き
青
少
年
期
に
、
児

童
生
徒
が
互
い
に
協
力
し
合

い
な
が
ら
花
を
栽
培
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
情
操
を
よ
り

豊
か
に
し
、
命
の
大
切
さ
や

相
手
へ
の
思
い
や
り
と
い
う

よ
う
な
基
本
的
人
権
尊
重
の

精
神
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う

と
い
う
も
の
で
す
。

c＞一国b〈押ヒ〈卯b〈d－b〈d一ヒノへ卯ヒ〈一ヒ〈押b〈d－b〈Q
小
雨
降
る
庭
の
み
ど
り
の
日
々
に
濃
く

春
一
番
の
南
風
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

先
賢
の
歌
碑
を
建
て
む
と
計
い
て

展
示
せ
る
石
友
と
選
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

茶
畑
に
ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
数
お
お
く

移
る
季
節
に
心
の
和
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

花
冷
え
の
雨
続
く
日
は
ひ
と
し
ほ
に

寒
さ
に
弱
く
逝
き
し
子
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

妻
へ
贈
り
し
一
本
に
始
ま
る
と
ふ

石
楠
花
の
森
を
今
日
訪
ね
来
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

何
歳
と
歳
を
聞
か
れ
て
間
違
え
る

返
事
を
し
つ
つ
吾
は
老
い
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

先
生
の
面
影
あ
れ
ど
デ
イ
ケ
ア
に

瞳
う
つ
ろ
に
吾
を
見
給
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
野
ミ
ノ
ブ

今
日
ひ
と
日
ご
と
な
く
過
ぎ
し
夕
べ
時

庭
の
笹
百
合
の
紅
あ
は
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

故
郷
の
設
り
の
混
じ
る
吾
が
話

問
ひ
直
さ
れ
て
今
日
も
戸
惑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

再
開
を
誓
ひ
し
友
の
突
然
の

死
に
駆
け
つ
け
て
枢
に
託
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

老
い
の
身
を
頼
ま
む
嫁
の
天
折
は

日
の
経
つ
ほ
ど
に
悲
し
み
の
増
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

姑
も
嫁
も
黄
泉
路
に
旅
立
ち
て

独
り
居
る
里
に
春
巡
り
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

朝
起
き
て
見
る
耳
川
は
お
だ
や
か
に

萌
え
る
み
ど
り
を
映
し
測
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

一
日
の
仕
事
を
終
え
て
祈
り
み
る

「
晩
鐘
」
の
絵
に
心
癒
さ
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

雪
残
る
伯
者
大
山
を
恋
ひ
て
来
し

松
江
の
三
日
雨
に
過
ぎ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★予報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係（⑲3901まで〉

短
歌
尾
手
短
歌
会



鵜ど弓こ晒う⑥

鰯
儲
彪
よ
り
國
國

梅
雨
ど
き
の
ち
ゅ
う
い

　
梅
雨
到
来
、
高
温
多
湿
の
季
節

を
迎
え
ま
し
た
。
家
中
が
じ
め
じ

め
し
て
く
る
と
と
も
に
生
も
の
な

ど
す
ぐ
カ
ビ
や
す
く
な
る
季
節
で

す
。
冷
蔵
庫
も
過
信
で
き
ま
せ
ん
。

こ
ま
め
に
七
十
を
点
検
し
新
鮮
な

う
ち
に
使
い
き
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。

　
天
気
の
良
い
日
は
窓
を
全
開
し
、

押
入
れ
な
ど
は
扇
風
機
な
ど
を
利

用
す
る
の
も
湿
気
対
策
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。

●
夏
か
ぜ
に
注
意

　
夏
は
冷
房
な
ど
で
体
調
を
く
ず

し
や
す
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

日
中
、
冷
房
の
効
い
た
部
屋
で
長

時
間
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
る
と

と
も
に
、
夜
は
体
温
が
高
い
と
な

か
な
か
寝
つ
け
な
い
た
め
、
布
団

を
か
け
ず
に
寝
入
っ
た
り
、
扇
風

機
や
冷
房
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

心
地
良
い
眠
り
に
つ
き
ま
す
が
、

夜
中
体
温
が
下
が
る
こ
と
で
、
喉

の
抵
抗
力
を
弱
め
か
ぜ
を
引
き
や

す
く
な
り
ま
す
。
冷
房
は
タ
イ
マ

ー
を
利
用
し
、
寝
具
の
調
節
に
も

十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
日
頃

か
ら
、
栄
養
、
休
養
を
し
っ
か
り
取

る
と
と
も
に
、
手
を
介
し
て
夏
の

病
原
菌
が
体
内
に
入
ら
な
い
よ
う
、

手
洗
い
を
特
に
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

歯
垂
ん
と
覚
え
た
か
な
？

　
6
月
の
む
し
歯
予
防
d
a
y
（
4
日
）

に
ち
な
み
町
内
幼
稚
園
・
保
育
園
で
県

歯
科
衛
生
士
会
に
よ
る
歯
科
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
食
パ
ン
マ
ン
扮
す
る
歯

科
衛
生
士
さ
ん
に
お
や
つ
や
歯
み
が
き

の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
園

児
の
み
な
さ
ん
、
食
パ
ン
マ
ン
と
の
お
約

束
は
ち
ゃ
ん
と
守
れ
て
い
ま
す
か
？

地区巡回健康相談実施について

☆実施期間　平成15年7月～平成16年3月

☆実施場所及び回数

　　　町内36施設を3ヶ月に1回毎に巡回（年3回）します。

☆内　　容　検尿・血圧測定・相談

※日程についてはオフトークでお知らせします。お気軽にお

　いでください。また、病院にかかっていない方は、この機

　会をご利用ください。

行事7月

癩鵬
1

　　　　　しゅん
上野　瞬ちゃん（男）

6月12日生まれ（坪谷区本村）

父　浩一一さん

母　広美さん

　「身体も心も元気に大き

　　くな～れ」

温

7月地区巡回健康相談

期　日 会　　　　場
’亘りfr峯「r疋衣

受付時間
期　日 場　　所 受付時間

18日（金）
瀬平那須和昭三宅 9：30～10：00

多武の木組合三宅
リハビリ教室

13：30～14：00

23日（水）
市谷川崎集会所 9：30～10：00 17日（木） シルバーセンター 10：00～10：10

坪　谷　公　民　館 13：30～14：00

24日（木） 赤井笠営農研修センター 9：30～10：00

育児サークル（ちびちびCLUB）

1日（火）

25日（金）
児　洗　公　民　館 9：30～10：00

15日（火） やすらぎ館
10：00～12：00

i乳幼児と保護者）

下　渡　川　公　民　館 13：30～14：00

赤ちゃん健康相談
29日（火）

越表生活改善センター 9：30～10：00

中　水　流　集会　所 13：30～14：00
16日（水） やすらぎ館

9：30～10：00

i生後4～11か月児）

仲　深　　公　　民　館 9：30～10：00 さくらんぽの会
30日（水）

野　々　崎　公　民　館 13：30～14：00 24日（木） やすらぎ館 10：00～

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

」8鵜
　
⑦

懐
郷
蒲
院
医
師
紹
介

内
科
後
藤
敏
之
先
生

　
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
6
月
－
日

よ
り
前
任
の
押
方
先
生
に
代
わ
り

内
科
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
後
藤

敏
之
で
す
。

　
前
回
、
平
成
1
2
年
6
月
か
ら
平

成
1
3
年
5
月
ま
で
の
一
年
間
は
、

県
か
ら
の
派
遣
で
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
お
招

き
で
就
職
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
を
出
て
2
年
間
は
、
県

立
延
岡
病
院
内
科
へ
勤
務
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
こ
で
学
ん
だ
事
を

東
郷
町
の
住
民
の
方
々
に
還
元
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
若
輩
も
の
で
す
が
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
な

に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、

　
’
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

整
形
外
科
末
永
賢
也
先
生

♪幽
潟

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
東
郷

病
院
で
6
月
よ
り
整
形
外
科
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
昨
年
1
年
間
は
、
自
治
医
科
大

学
で
主
に
外
傷
、
四
肢
関
節
疾
患

を
中
心
に
学
ん
で
き
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
整
形
外
科
全
般
の
こ
と
も

勉
強
し
て
き
て
い
ま
す
の
で
ご
心
ら

配
な
く
。

　
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
や
、

経
験
を
東
郷
町
の
皆
さ
ま
に
還
元

で
き
る
よ
う
に
診
療
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

東
郷
町
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
”
一
人
当
り
医
療
費
「
一
般
・
老
人
」
依
然
上
位
“

　
宮
崎
県
内
で
東
郷
町
は
高
い

方
か
ら
2
位
（
先
月
2
位
）
、
一
般
、

老
人
（
老
健
）
の
上
位
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
特
に
老
人
保
健
に

係
る
医
療
費
額
が
大
き
い
よ
う

で
す
。

　
医
療
費
が
増
え
る
と
、
国
保

の
財
政
を
圧
迫
し
、
国
保
の
運

営
が
破
た
ん
し
て
し
ま
う
お
そ

剛蛭藻
一人あたり医療費（平成14年3月～15年1月）

れ
が
で
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
日
頃

か
ら
健
康
づ
く
り
を
心
が
け
ま

し
よ
う
。

鍔，
‘
贈

　
　
〔

鴛
　
＼

献
血
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
6
月
3
日
（
火
）
（
J
A
日
向
東
郷

支
店
・
東
郷
町
役
場
）
に
実
施
し
ま

し
た
、
献
血
に
お
き
ま
し
て
は
、
た

く
さ
ん
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
比
重
等
の
不
足
に
よ
り
献

血
で
き
な
か
っ
た
方
も
多
数
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
暑
い
日

が
続
き
ま
す
の
で
く
れ
ぐ
れ
も
健
康

管
理
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
ね
。
【
次

回
、
1
1
月
予
定
】

一般被保険者 退職被保険者 老人保健 合　　計

医療費 順位 医療費 順位 医療費 順位 医療費 順位

宮　崎　市 170，833 35 322，020 15 706，617 3 327，026 26

都　城　市 203，828 15 308，419 19 679，499 8 361，300 9

延　岡　市 187，428 26 278，771 35 625，081 25 335，066 24

日　南　市 215，470 6 329，458 12 650つ19 16 384，948 3

小　林　市 188，114 24 314，640 17 629，157 21 327，922 25

日　向　市 178，461 31 282，499 31 666，571 13 316，324 31

串　間　市 216，190 5 268，441 39 631，234 20 358，318 10

西　都　市 173，718 33 312，116 18 616，441 31 308，954 33

205，543 12 338，330 7 654，632 15 375，936 5

清　武　町 140，532 44 334，639 10 706，339 4 280」38 43

田　野　町 181，164 30 391，600 2 694，250 5 323，485 29

40 306，318 21 659，192 14 306，900 35

北　郷　町 187，763 25 297，379 28 617，918 30 348，961 19

203，550 16 292，297 29 670，033 10 370，234 6
冒　　冒　　冒　　－　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　7

三　股　町 205298 13 316，895 16 669，653 11 357，764 11

山之口町 184，994 28 263，535 40 577，871 36 322，684 30

高　城　町 205，054 14 271，897 36 640，584 17 348，061 20

山　田　町 206，012 11 333，898 11 549，782 40 337，157 23

201，857 18 298，542 27 637，499 18 347，212 21

一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　冒　　一　　■　　一　　一

高　原　町 208，422 9 302，750 23 634，631 19 352，409 17

野　尻　町 203，519 17 268，811 38 683，952 6 349，292 18

200，113 19 280，887 32 729，975 1 379」61 4
一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　冒　　一　　一　　冒　　一　　一

高　岡　町 173，121 34 280，887 8 619，307 29 325，160 28

国　富　町 170，275 36 338，059 20 605，583 33 298，456 38

160277 41 307，012 14 621，541 27 304，230 37

冒　　一　　一　　一　　邑　　一　　一　　一　　一　　『　　－

高　鍋　町 162，567 38 325，058 30 604，825 34 305，839 36

新　富　町 177，545 32 291，141 24 625，674 23 294，538 41

西米良村 196，070 21 301，348 26 570，669 38 356，848 12

木　城　町 165，548 37 299，650 34 626，227 22 313，990 32

川　南　町 142，697 43 278，962 22 621，527 28 269，405 44

都　農　町 156，079 42 305，180 9 676，696 9 307，696 34

一　　－　　一　　π　　－　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　冒 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　醒　　一　　一　　一

門　川　町 162，202 39 335，966 33 573，660 37 Q86，847 豆
東　郷　町 207，396 10 279，830 41 709，318 2 385，147 2

南　郷　村 217，358 4 251，091 42 624，281 26 354，891 16

西　郷　村 237，516 2 246，553 1 536，669 43 368，180 7

北　郷　村 288，098 1 565，094 6 560，091 39 403，709 1

北　方　町 214，081 7 340，058 25 625，523 24 361，471 8

北　川　町 186，017 27 301，正63 13 541，173 41 326，947 27

北　浦　町 183，348 29 326，999 3 594，641 35 296，983 39

諸　塚　村 189，679 23 366，156 44 680，068 7 355，203 14

194，088 22 145，733 4 507，712 44 296，428 40

一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　冒　　一　　－　　一　　■

一一 G一

高千穂町 209，600 8 358，437 o 614，288 32 356，480 13

日之影町 225，735 3 342，345 43 540，970 42 341，579 22

五ケ瀬町 199，790 20 226，351 37 668，786 12 355，075 15

市町村計 183，759 269，462 652，955 332，989

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推週系⑲3901まで〉
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さ
く
蚤

　
　
　
　
　
　
・
薩
霧
饗

　　

@　

潤
D
．

り

3
1
7
1

7
月
の
璽
罫
引
翻

D
V
D
上
映
会

☆
1
2
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

　
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
と
い
っ
し
ょ

に
お
勉
強
シ
リ
ー
ズ
3

「
は
ん
ぶ
ん
こ
し
よ
う
」

「
い
ろ
ん
な
か
た
ち
」

「
お
お
き
い
？
ち
い
さ
い
？
」

「
か
ぞ
え
ら
れ
る
？
」

☆
2
6
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

　
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
と
い
っ
し
ょ

に
お
勉
強
シ
リ
ー
ズ
4

「
お
み
せ
や
さ
ん
な
に
や
さ
ん
」

「
ど
う
ろ
の
ル
ー
ル
」

「
ち
ょ
っ
と
と
い
っ
ぱ
い
」

「
こ
れ
っ
て
い
く
つ
」

さ
く
ら
館
の
休
館
日

　
7
月
1
日
・
2
日
・
7
日
。

　
1
4
日
・
2
1
日
・
2
8
日

一
般
図
書

賞

・
繋
が
れ
た
明
日
　
　
真
保
裕
一

　
こ
の
男
は
人
殺
し
で
す
一
。

仮
釈
放
と
な
っ
た
中
道
隆
太
を

待
ち
受
け
て
い
た
悪
意
に
満
ち

た
中
傷
ビ
ラ
。
い
っ
た
い
誰
が

何
の
目
的
で
？
孤
独
な
犯
人
探

し
を
始
め
た
隆
太
の
前
に
立
ち

は
だ
か
る
「
障
壁
」
と
は
？
「
罪

と
罰
」
の
意
味
を
問
う
サ
ス
ペ

ン
ス
巨
編
。

・
晩
鐘
　
上
・
下
　
　
乃
南
ア
サ

　
殺
人
事
件
の
被
害
者
家
族
と

加
害
者
家
族
の
苦
悩
を
描
い
た

小
説
「
風
紋
」
の
続
編
。
事
件

か
ら
7
年
後
、
悲
劇
の
連
鎖
は

終
焉
を
告
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

心
に
癒
し
が
た
い
傷
を
負
っ
た
人
々

の
物
語
。
（
上
）
殺
人
犯
の
父
親
を

持
っ
た
少
年
。
運
命
が
変
わ
っ
た

あ
の
日
か
ら
7
年
、
心
に
傷
を
負
っ

た
人
々
の
物
語
。
『
小
説
推
理
』
連

載
の
「
続
風
紋
」
を
改
題
、
加
筆
し

て
単
行
本
化
。
（
下
）

・
流
れ
星
と
遊
ん
だ
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
連
城
三
紀
彦

　
酒
場
で
出
会
っ
た
風
変
わ
り

な
男
が
持
つ
ス
タ
ー
の
素
質
に

惚
れ
込
ん
だ
芸
能
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・

北
上
は
、
そ
の
男
を
ス
タ
ー
に

す
べ
く
奔
走
す
る
が
…
。
男
た

ち
の
最
後
の
夢
を
賭
け
た
ド
ラ

マ
が
い
ま
始
ま
る
。

・
今
、
何
し
て
る
？
　
角
田
光
代
、

　
『
月
刊
ア
サ
ヒ
ヴ
ラ
フ
　
パ
ー

ソ
ン
』
連
載
の
恋
愛
論
、
　
『
朝

日
新
聞
』
連
載
の
「
本
と
↓
緒

に
歩
く
の
だ
」
な
ど
の
ほ
か
書

き
下
ろ
し
も
含
む
、
　
「
ご
く
ふ

つ
う
に
過
ぎ
て
い
く
日
々
」
を

綴
っ
た
最
新
エ
ッ
セ
ー
集
。

そ
の
他

・
新
し
い
も
の
古
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
池
波
正
太
郎

・
江
戸
の
精
霊
流
し
平
岩
弓
枝

・
将
軍
家
の
刺
客
　
　
南
原
幹
雄

・
男
が
「
離
婚
」
を
語
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
亀
山
早
苗

・
逃
亡
作
法
　
　
　
　
東
山
彰
良

・
二
人
の
眠
り
姫
　
　
茅
田
砂
胡

・
光
に
向
か
っ
て
心
地
よ
い
果
実

　
「
笑
訓
」
と
「
た
わ
ご
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
顕
徹

・
あ
り
が
と
う
、
あ
な
た
が
私
の

　
子
で
い
て
く
れ
て
　
鈴
木
秀
子

・
フ
ァ
ッ
ト
レ
デ
ィ
ス
・
ク
ラ
ブ

　
一
5
人
の
仲
良
し
妊
婦
物
語
一

　
　
　
　
　
ヒ
ラ
リ
ー
・
ガ
ー
ド
ナ
ー

・
惜
春
　
　
　
　
　
　
花
村
万
月

・
ア
ミ
タ
ー
バ
　
一
無
量
光
明
－

　
　
　
　
　
　
　
　
玄
侑
宗
久

・
な
い
も
の
を
数
え
ず
、
あ
る

　
も
の
を
数
え
て
生
き
て
い
く

　
1
幸
福
録
－
　
　
　
曽
野
綾
子

・
コ
ン
タ
ク
ト
・
ゾ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
篠
田
節
子

・
膳
笛
非
　
　
　
　
イ
ア
ン
・
マ
キ
ュ
ー
ア
ン

・
ピ
エ
ー
ル
と
ク
二
王

　
　
　
　
　
　
ア
ン
ナ
・
ガ
ヴ
ァ
ル
ダ

・
罪
花
　
　
　
　
高
樹
の
ぶ
子

・
ど
こ
に
で
も
あ
る
場
所
と

　
ど
こ
に
も
い
な
い
わ
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
竜

・
安
政
五
年
の
大
脱
走

　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
貴
久

・
銭
と
り
橋

　
－
高
瀬
川
女
船
歌
1

　
　
　
　
　
　
　
沢
田
ふ
じ
子

児
童
図
書

・
い
ぬ
う
え
く
ん
の
お
き
ゃ
く
さ
ま

　
　
　
　
　
　
き
た
や
ま
よ
う
こ

　
し
っ
か
り
者
の
犬
の
い
ぬ
う

え
く
ん
と
の
ん
び
り
屋
の
熊
の

く
ま
ざ
わ
く
ん
。
ふ
た
り
の
共

同
生
活
を
描
い
た
人
気
幼
年
童

話
の
第
3
弾
。
あ
る
日
、
　
一
通

の
手
紙
が
届
い
て
、
お
客
臣
が

や
っ
て
く
る
こ
と
に
！

・
ふ
う
た
の
か
ぜ
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
あ
ま
ん
き
み
こ

・
風
の
ひ
み
つ
基
地

　
　
　
　
　
　
　
　
芦
葉
盛
晴

・
ピ
ロ
ッ
ト
の
黄
金
色
の
鐘

　
一
ぬ
ぎ
の
木
マ
ザ
ー
の
物
語
1

　
　
　
　
　
　
　
K
A
N
N
A

・
ル
チ
ア
さ
ん
　
　
　
高
楼
方
子

・
カ
マ
キ
リ
　
　
　
　
今
森
光
彦

・
ソ
ル
ジ
ャ
ー
・
マ
ム

　
　
　
　
　
　
ア
リ
ス
・
ミ
ー
ド

・
コ
ン
コ
ー
ド
ヒ
ル
の
上
で

　
　
　
　
　
マ
リ
ア
・
D
．
ウ
ィ
ル
ク
ス

・
ホ
ー
　
　
　
カ
ー
ル
八
イ
ア
セ
ン

・
わ
た
し
の
イ
ル
カ
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
正
典

・
野
あ
そ
び
ず
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
達
英

・
竜
の
王
女
シ
マ
ー

　
　
　
　
　
　
ロ
ー
レ
ン
ス
・
イ
エ
ッ
プ

・
ふ
た
り
の
さ
っ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
岩
緒

・
ク
ー
　
　
　
　
　
森
山
　
京

え
ほ
ん

・
キ
ャ
プ
テ
ン
う
み
へ
い
く

　
　
　
　
　
ガ
ー
ス
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

　
船
乗
り
に
な
り
た
い
キ
ャ
プ

テ
ン
は
、
あ
る
日
海
を
め
ざ
し

て
旅
に
で
ま
し
た
。
途
中
、
飛

行
機
、
潜
水
艦
…
い
ろ
い
ろ
な

乗
り
物
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
や

っ
ぱ
り
船
に
の
り
た
く
て
た
ま

り
ま
せ
ん
。
夢
を
か
な
え
た
犬

の
お
話
。

・
エ
ル
マ
ー
い
ろ
い
ろ

・
エ
ル
マ
ー
の
と
も
だ
ち

　
　
　
　
　
　
デ
ビ
ッ
ト
・
マ
ッ
キ
ー

・
テ
デ
ィ
そ
よ
か
ぜ
さ
わ
や
か

　
　
　
　
　
マ
イ
ケ
ル
・
グ
レ
イ
ニ
エ
ツ

・
ポ
ッ
ト
く
ん
と
わ
た
げ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
石
倉
ヒ
ロ
ユ
キ

・
ネ
ン
ネ
コ
ご
ろ
ご
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
梅
田
俊
作

・
テ
ィ
ン
と
ス
ラ
イ
プ

　
一
ふ
た
り
の
旅
1

　
　
　
　
　
　
　
菅
原
タ
カ
キ

・
チ
リ
と
チ
リ
リ
　
　
ど
い
か
や

・
お
お
き
な
き
か
ん
し
ゃ

　
ち
い
さ
な
き
か
ん
し
ゃ

　
　
　
　
　
　
ア
ー
ト
・
セ
イ
デ
ン

・
ぶ
た
さ
ん
ち
の
ば
ん
ご
は
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
有
一

・
ド
ド
さ
ん
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
ペ
ト
ラ
・
マ
ザ
ー
ズ

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

、樵

：鰍1闘獲躍
▲

8

鍵　
　
磯

論

’

　　　　　　　じ⑨鵜8こ“り

＿5

w「．

〃
ノ

AM　11：00小雨決行〔増水時7月27日〕

参

、、

回れる自然プール
’－@舞

礫7120

…
一端

一
台編調

⑫

テ

ステーシではアマ
チュア生バンド、

もちまきを行います

ふるさと
の　　家

匠
囲團 置

く　賢畳

坪谷川

　　　　　関南郷一ゆ

牧水記念館●
牧水生家　　　　ノ

バター
ゴルフ

襯
闇道446号

’
ワ

旨
　
　
　
　
　
一
薯
ミ
p
藝
、
“
一
糞
§
一
§
≒
．
寧
．
ミ
寒
ミ
評
．
・
ミ
ミ
Y

G
・
d

藍
ノ

歌．毫

　雲0

議

碕
●

ぐ　 蔦

　馨鐘

0

§
」

0

一　　

◆当巳青年部・女性部・東郷町地場産業振興会

　によるバリ」を開催いたします。馳鳥・焼きそ1盛かき氷な∂
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蓬
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妻
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願鵬猿　　1

★毒難灘無す）1
　（賞品は．盧りだくさん鑛儒してい関す』）1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ

畿一回灘1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菱
・職蹄撫受横一騨．織竈髄轍一．．蝋　　　　．　　．　　　一．一転尋脚3

協賛／東郷町商工会女性部・東郷町観光協会・日向警察署
協賛／㈱東郷町ふるさと公社・耳川漁業協同組合・東郷町地場産業振興会・東郷町商工会

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　　　　　　　　聰ン弓ご’り⑩

蟹L1置

躍

　
人
間
は
自
然
界
か
ら
の
資
源
を

得
て
生
き
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
そ
の
中
の
水
は
、
我
々

の
日
常
生
活
や
農
業
、
工
業
の
経

済
面
か
ら
見
て
も
必
要
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
、
風
景
の
要
素
と
し
て
の

恩
恵
も
あ
る
が
、
ま
た
、
災
害
を

も
も
た
ら
す
。
．
翻
ワ
て
人
間
の
手
に

よ
る
水
質
汚
濁
は
、
人
間
の
健
康

を
脅
か
し
て
い
る
こ
と
は
皆
、
人
の

認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
坪
谷
は
、
江
戸
時
代
文
書
に
は

畳
屋
と
も
書
い
て
あ
る
。
坪
谷
村

は
耳
川
の
支
流
、
坪
谷
川
の
上
流

域
に
位
置
す
る
。
南
は
尾
鈴
連
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
て
び

で
万
吉
山
、
西
林
山
が
從
耳
え
、
尾

鈴
山
は
、
標
高
1
、
4
0
5
m
、
西

林
山
は
、
7
8
6
m
、
西
の
加
子
山

連
山
は
6
0
0
乃
至
8
0
0
m
、
北

は
西
郷
村
境
、
周
囲
を
山
に
囲
ま

れ
、
坪
谷
川
流
域
に
沿
っ
て
人
家

が
点
在
す
る
。

　
平
成
1
2
年
H
月
末
現
在
戸
数
2

0
0
戸
、
人
口
5
7
7
人
、
男
2
7

4
人
、
女
3
0
3
人

　
豊
か
な
農
林
業
地
帯
で
、
主
に

農
業
で
生
計
を
立
て
て
い
た
。
今

は
他
産
業
へ
の
従
事
者
が
多
く
な

り
、
兼
業
農
家
へ
と
変
わ
っ
て
き
た
。

流
域
の
総
面
積
、
6
、
1
0
9
㎞
、

そ
し
て
坪
谷
川
の
支
流
に
瀬
戸
川

あ
り
、
坪
谷
川
と
の
合
流
点
は
国

道
4
4
6
号
の
多
武
の
木
橋
下
で

あ
る
。
源
流
は
「
白
仁
田
山
日
山

越
し
」
の
中
腹
、
延
長
約
1
、
5
0

0
m
日
読
谷
川
支
流
に
市
谷
川
あ

り
、
合
流
点
は
坪
谷
本
村
眼
鏡
橋

下
で
あ
る
。
源
流
は
「
字
」
市
谷
の

東
郷
町
有
林
と
王
子
製
紙
（
株
）
の

山
境
の
中
腹
で
あ
る
。
源
流
の
地

名
は
市
谷
よ
り
西
郷
村
へ
通
じ
る

小
松
尾
越
し
で
あ
る
。
こ
の
中
腹
に
、

山
の
神
が
鎮
座
し
給
う
石
碑
あ
り
。

こ
の
石
碑
よ
り
4
0
m
程
の
上
流
に

小
規
模
の
滝
が
あ
る
。
更
に
上
流

　
　
　
　
　
　
に
4
0
0
m
の

地
点
を
源
流
と

定
め
る
。
さ
b
に

坪
谷
川
支
流
、

字
赤
井
笠
、
迫

内
国
あ
り
庁
内

谷
の
合
流
点
は
、

赤
井
笠
橋
下
方

1
0
0
m
の
下

流
坪
谷
川
と
合

流
地
所
に
水
神

様
鎮
座
し
給
う

石
碑
あ
り
。
源
流
は
ロ
ッ
ポ
内
山
。

　
坪
谷
川
と
芝
川
の
合
流
点
は
羽

坂
、
坪
谷
川
の
源
流
は
、
尾
鈴
山
「
旧

ル
ー
ト
」
の
大
内
川
地
沿
い
の
上

流
で
地
名
は
七
本
杉
と
言
わ
れ
て

い
る
。
大
内
川
地
の
上
流
に
小
規

模
の
淵
が
2
ヶ
盲
あ
る
。
言
い
伝
え

で
は
、
男
ぶ
ち
女
ぶ
ち
と
よ
ば
れ

て
い
る
。
日
本
石
仏
事
典
に
よ
る
と
、

稲
作
農
民
に
と
っ
て
水
は
生
命
。

山
の
神
は
春
、
山
か
ら
里
に
下
っ
て

田
の
神
と
な
る
。
山
の
神
は
曲
豆
穣

を
も
た
ら
す
農
耕
の
神
、
そ
し
て

山
の
神
の
夫
が
水
神
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
七
本
杉
の
傍
ら

に
山
の
神
が
鎮
座
し
給
う
石
碑
が

あ
る
。
こ
の
七
本
杉
は
樹
齢
6
0
0
、

7
0
0
年
ほ
ど
で
尊
厳
さ
を
た
も

っ
て
い
る
。
こ
の
杉
は
、
1
本
の
木

か
ら
7
本
の
枝
が
伸
び
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
七
本
杉
と
言
わ
れ
て
い

る
。　

明
治
期
に
は
坪
谷
川
筋
の
道
を

椎
葉
往
還
と
称
し
て
い
た
。
江
戸

時
代
よ
り
こ
の
旧
「
ル
ー
ト
」
は
米

良
地
方
へ
の
主
要
道
の
一
つ
と
し
て

栄
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

坪
谷
川
延
長
　
1
8
、
4
0
0
m

源
流
地
点
　
万
吉
山
の
北
端
、
標

高
8
0
0
m
源
流
標
柱
設
置
（
森
林

管
理
署
所
有
）

坪
谷
川
源
流
標
柱
設
置
地
点

場
所

　
大
内
川
上
流
山
の
神
鎮
座
七
本

杉
（
樹
齢
7
0
0
、
8
0
0
年
程
）
よ

り
、
更
に
上
流
の
林
道
終
点
「
右
」

は
つ
づ
ら
う
ち
へ
、
直
行
は
尾
鈴
登

山
へ
「
左
」
へ
4
0
0
m
程
の
上
流
地

所
に
樹
齢
2
0
0
年
程
の
ケ
ヤ
キ

が
自
生
し
て
い
る
。
そ
の
横
の
涌
き

出
る
水
氷
の
状
態
か
ら
し
て
、
こ
の

地
所
を
坪
谷
川
源
流
地
点
と
定
め
、

東
郷
町
と
森
林
管
理
署
の
同
意
を

得
て
源
流
標
柱
を
設
置
し
た
。
万

吉
山
の
北
端
標
高
8
0
0
m
、
そ
し

て
坪
谷
川
の
距
離
は
、
耳
川
と
羽

坂
と
の
合
流
点
か
ら
大
内
川
源
流

標
柱
ま
で
は
約
1
8
、
4
0
0
m
で

あ
る
。

設
置
年
月
日

平
成
1
3
年
吉
祥
日

華
谷
川
源
流
保
存
会

　
坪
谷
川
の
水
源
流
域
を
東
郷
町
、

森
林
管
理
署
は
、
水
源
か
ん
養
保

全
型
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
坪
谷
川
流
域
住
民
も
河
川
の
浄

化
、
水
節
約
の
意
識
の
高
揚
と
自

己
啓
発
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
水
の
供
給
安
定
と
清
流
を

後
世
に
残
し
た
い
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

坪
谷
川
源
流
保
存
会
代
表

　
　
　
　
　
矢
野
宝
蔵

冠
岳
登
山
口
に
情
報
絹
を
設
置
1

　
冠
書
例
ル
ー
ト
及
び
南
登
頂
ル
ー
ト
登
山
口
の
2
箇
所
に
情
報
箱
を
設

置
し
ま
し
た
。
こ
の
情
報
箱
に
は
、
年
間
の
登
山
者
数
を
把
握
す
る
た
め
の

名
簿
や
三
岳
の
案
内
図
が

入
っ
て
い
ま
す
。
登
山
さ
れ

る
際
に
は
q
登
山
者
名
簿
に

記
入
し
て
い
た
だ
き
、
案
内

図
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
連
絡
先
：
農
林
振
興
課
林

政
係
　
雪
6
9
1
3
9
0
8
）

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

三
世
代
交
流
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
1
回
こ
ど
も
料
理
教
室

▼
日
時

▼
日
時

7
月
1
2
日
（
土
）

午
前
9
時
開
会

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
場
所

7
月
2
8
日

午
前
9
時
3
0
分
～

中
央
公
民
館

る
学
生
）

※
入
学
試
験
が
な
く
、
自
宅
で

大
学
の
授
業
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
放
送
大
学

宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー
（
5
3
1
1

8
9
3
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

住
宅
金
融
公
庫
か
ら

の
お
知
ら
せ

▼
場
所

牧
水
公
園
河
川
プ
ー
ル
開
き

放
送
大
学
（
教
養
学
部
）

第
2
学
期
学
生
募
集

▼
日
時

▼
場
所

7
月
－
日
（
火
）

午
前
1
0
時
～

牧
水
公
園
河
川
プ
ー
ル

第
1
回
文
化
財
め
ぐ
り

　　　　　コポ獺ど弓こ”り

▼
募
集
期
間
　
6
月
1
6
日
（
日
）

～
8
月
3
1
日
（
日
）

▼
募
集
学
生

全
科
履
修
生
（
卒
業
を
目
指
す

学
生
）

選
科
履
修
生
（
1
年
間
在
学
す

る
学
生
）

科
目
履
修
生
（
半
年
間
在
学
す

　
「
民
事
再
生
手
続
き
等
に
つ
い

て
の
説
明
会
」
及
び
「
無
料
個
別
相

談
会
」
を
行
い
ま
す
。

　
宮
崎
県
弁
護
士
会
と
住
宅
金

融
公
庫
で
は
、
公
庫
の
住
宅
ロ
ー

ン
を
返
済
中
の
方
を
対
象
に
、
個

別
版
民
事
再
生
手
続
き
の
説
明
や
、

個
別
法
律
相
談
会
及
び
返
済
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。
無
料
で
す

の
で
、
返
済
に
お
困
り
の
方
は
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
平
成
1
5
年
7
月
2
6
日
（
土
）

説
明
会
　
1
0
：
3
0
～
1
1
：
4
0

無
料
相
談
会

12

F
4
0
～
1
5
：
4
0
（
1
組
3
0
分
）

場
所
　
J
A
ビ
ル
・
A
Z
M
ホ
ー
ル

宮
崎
市
霧
島
1
1
1
－
1

募
集
人
数
説
明
会
（
7
2
名
）

無
料
説
明
会
（
2
4
組
）

照
会
・
申
込
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
0
1
2
0
1
1
7
7
1
5
0
5

（
平
日
・
第
1
・
第
3
日
曜

9
：
0
0
～
1
7
：
0
0
）

般
　
寄
　
二

道
の
駅
と
う
こ
う
夏
祭
り

▼
日
時

▼
場
所

自衛隊員募集の案内

7
月
2
3
日
（
水
）

午
前
8
時
3
0
分
～

町
内

▼
場
所
　
道
の
駅
と
う
こ
う

▼
日
時
　
8
月
1
0
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
5
時
～

　
町
民
総
踊
り
大
会
に
是
非

参
加
し
て
く
だ
さ
い

実
行
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
1
1
月
1
日
・
2
日
に
開
催
さ
れ

る
牧
水
の
里
の
秋
ま
つ
り
を
町
民

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
る
た
め
、
実

行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
ま
で
町
産
業
文
化
祭
と
し

て
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

か
ら
町
民
参
画
に
よ
る
秋
祭
り
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

連
絡
先
　
企
画
調
整
課

　
　
　
　
盈
6
9
1
3
9
0
1

　
迫
野
内
の
黒
木
登
良
子
さ
ん
、

鶴
野
内
の
矢
野
恵
美
子
さ
ん
か

ら
快
気
祝
い
と
し
て
、
社
会
福

祉
協
議
会
へ
一
般
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
．
＝

●

募集種目 応募資格 受付期間 試験・最終合格

一　　次 9月20日（土）

一般曹候補学生

@（男女）

18歳以上

Q4歳未満

8月4日（月）　～

X月10日目水）

二　　次 10月13日（月）～17日（金）

最終合格 11月10日（月）

一　　次 9月20日（土）

曹　候　補　士

@（男女）

18歳以上

Q7歳未満

8月帽（月）　～

X月10日（水〉
二　　次 10月13日（月）～17日（金）1

1
最終合格 11月14日（金）

試　　験 9月16日（火）

8月4日（月）　～

X月10日（水）

最終合格 11月中旬
　　　　男　子

@陸士
Q等海 c女子

18歳以上

Q7歳未満
試　　験 9月27日（土

空士 最終合格 11月17日（月

一般男子 随時 受付時及び試験時にお知らせします

一　　次 9月23日（火

8月姻（月）　～

X月10日（水〉

二　　次 0月18日（土）～23日（火
航　空　学　生

@（男女）

高卒（見

條ﾜ）

Q1歳未満 三　　次 1！弓16日㊨～12月12日〔金

最終合格 16年1月30日（金

＊問い合わせ：自衛隊日向募集事務所（盈52－6914）

（
5
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名

田
原
洗
製

保
護
者

徳
之

住
所

田
　
野

面
鴛a

灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福

祉
の
た
め
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
6
月
1
0
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
）

◎
西
表
の
椎
葉
美
津
子
さ
ん
か

ら
（
田
中
イ
シ
さ
ん
逝
去
）

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

氏長
渡

寺
　
原

年
齢
住
所

64

ﾎ
田
　
野

85

ﾎ
羽
坂

△
鱒
礼
式
▼

　
匿
名
で
毎
月
送
金
頂
い
て
い

ま
す
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

編
集
後
記

　
今
月
号
か
ら
、
広
報
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
．
、
使
い
か
っ
て
の
分
か
ら

な
い
カ
メ
ラ
を
片
手
に
、
皆
様
の
と
こ
ろ

に
も
お
じ
や
ま
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
『
、
民
の
着
様
に
わ
か
り
や
す
い
肩
報

を
提
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
毛

導
の
程
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
．
、
　
　
　
　
　
　
　
　
H
・
H

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　　　　　　　∠轍ど弓ご’り⑫

　　σ愚山陰保育園σ愚

▲「日本丸を見に行ったよ」

　　　　　　福瀬　中野原住宅
　　　　　　　　　かい　　と
　　　　　　石田海寒くん（㈲

　　　　　　母　智子さん

　　　　　　○好きな食べ物は何ですか？

　　　　　　　メロン

　　　　　　○好きな遊びは何ですか？

　　　　　　　ゲーム

　　　　　　○大きくなったら何に

　　　　　　　なりたいですか？

　　　　　　　太鼓の先生

鶴野内　前田

　　　ゆ　　か

若林裕香さん㈱

父　義裕さん
母　里美さん

○好きな食べ物は何ですか？

　竹の子ご飯

○好きな遊びは何で
　すか？

　ブランコ

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　ドレミちゃん

▲「日本丸を見にいったよ」

賞翼賞翼賞賞賞囲翼

翻◎誘籐
翼閑賞賞闘関輿輿翼

騰イ？

　中野原の矢野博さんが、大

雨で増水した田んぼに迷いこ

んでいた巨大鯉を捕獲しまし

た。なんと体長90cm、重

さ12．3kgもあったそうです、

本人もびっくりしていました。

表
紙
牧
水
・
の
う
た
の
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
　
甲
欣
　
一

　
　
　
　
の
ぼ

船
は
て
て
上
れ
る
国
は
満
天
の

　
幽
く
つ
の
な
か
に
山
匂
ひ
た
つ

（
海
の
声
）

　
牧
水
は
明
治
4
0
年
の
夏
休
み
に
坪
谷
に
帰
る
が
、
父
立
蔵
が

親
せ
き
の
水
野
栄
吉
に
招
か
れ
て
都
井
村
の
黒
井
地
区
に
滞
在
、

そ
こ
で
診
療
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
南
日
向
方
面
へ
の
旅

に
出
か
け
た
。

　
こ
の
時
に
詠
ん
だ
歌
で
「
日
向
の
油
津
に
て
」
と
い
う
詞
書

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
牧
水
は
都
井
岬
の
帰
り
か
何
か
に
船
を
利

用
し
て
、
夜
に
こ
の
油
津
港
に
上
陸
し
た
も
の
と
思
う
。

　
こ
の
歌
に
つ
い
て
大
悟
法
利
雄
著
「
幾
山
河
越
え
さ
り
行
か

ば
」
に
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　
南
国
の
夏
の
夜
で
あ
る
。
船
が
静
か
に
港
に
入
っ
て
碇
泊
し
、

ヤ
レ
ヤ
レ
と
上
陸
し
た
時
、
旅
人
の
心
は
安
堵
と
期
待
に
あ
ふ

れ
る
も
の
だ
が
、
か
ね
て
聞
い
て
い
た
油
津
の
港
に
初
め
て
上

陸
し
た
若
い
牧
水
の
胸
は
、
旅
愁
よ
り
も
旅
の
喜
び
に
胸
が
波

う
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
油
津
の
港
は
美
し
く
晴
れ
て
、
空
い
っ

ぱ
い
に
星
の
輝
や
く
夜
空
を
く
っ
き
り
と
く
ぎ
っ
て
そ
び
ゆ
る

そ
の
山
々
の
姿
が
、
匂
い
立
つ
よ
う
に
艶
め
い
て
見
え
る
と
い

う
の
で
「
満
天
の
星
く
つ
の
な
か
に
山
匂
ひ
立
つ
」
は
い
か
に

も
若
々
し
い
匂
や
か
な
表
現
で
、
こ
れ
こ
そ
青
春
の
息
吹
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

　
後
年
の
完
成
度
の
高
い
自
然
詠
と
は
違

っ
た
味
の
あ
る
歌
で
、
こ
の
歌
を

読
む
と
そ
こ
の
風
物
が
ぱ
っ
と

眼
前
に
展
開
す
る
よ
う
な
感

じ
が
す
る
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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